








 本稿では、ハイスラ語 (Haisla) のフィールド調査で集めたデータの中に出ている再帰 





 本稿の具体的な内容は以下の通りである。まず、第 1 章の残りの部分でハイスラ語の概要
を説明する。第 2 章では、本稿のテーマの背景と本稿で扱うデータ及び再帰性と相互性の定
義について述べる。第 3 章では、先行研究で記述されている (ハイスラ語の) 再帰・相互表




1.1 ハイスラ語について              
 ハイスラ語は、カナダのブリティッシュ・コロンビア州でハイスラ族という先住民に話さ
れている危機言語であり、ワカシュ語族の北ワカシュ語派に属している。2018 年 8 月の時点
で、ハイスラ語の話者数は、87 人であった1。話者は全員ハイスラ語と英語のバイリンガルで、
ほとんどブリティッシュ・コロンビア州の中央部に所在しているキタマート村 (Kitamaat 
Village) に在住している (地図 1)。 
 ハイスラ語は、基本語順が述語―主語―目的語であり、音韻論的・形態論的な体系が複雑
で、複統合的な言語であると記述されたことがある (Bach 1995: 13)。 
 本稿の内容にとって知っておくべき特徴としては更に、次の文法現象も紹介する：  
                                                     
1 この情報は、2018年 8月に Haisla Nation Council のコミュニティ文化コーディネーターの Teresa  











分重複 (partial reduplication) は生産性が高い       地図 1：キタマート村の所在地 









2 本稿のテーマの背景とデータについて          
 ハイスラ語の記述文法を作成する目的でハイスラ語のデータを集めるため、2017 年から









2017 年の調査 2018 年の調査 
9 月 1 日  ～ 10 月 31 日 6 月 27 日 ～ 8 月 31 日 
 
 これまでのデータは、2 人のコンサルタントから得たものであり、本稿ではコンサルタン






コンサルタント 性別 生年 出身地 調査協力年 
A 女 1950 年 キタマート村 2017・2018 年 
B 男 1946 年 キタマート村 2018 年 
 












 最も基本的な定義のようであると考えられる再帰性・相互性の定義の 1 つは König & Gast 
(2008: 7) が挙げている以下の述語論理 (predicate logic) に基づいた形式的な定義である： 
 
【再帰性の定義】 
A binary predicate R is reflexive on a set A iff: 
∀x ∈ A[R(x,x)]        (König & Gast 2008: 7) 
 
【相互性の定義】 
A binary predicate R is reciprocal on a set A iff: 
∀x,y ∈ A[x ≠ y → R(x,y)] and |A| ≥ 2 (“strong reciprocity”)   (König & Gast 2008: 7) 
 
 König & Gast (2008: 7) が挙げている相互性の定義は ”strong reciprocity” という相互性の種
類に当たる。ところが、相互性にはいくつかの種類がある。例えば、Dalrymple, Kanazawa, 








 また、相互性という概念の種類分け以外に、Nedjalkov (2007) は、相互表現の多機能性・多
義性について指摘している。Nadjalkov (2007) は相互表現の多機能性・多義性の例として、結
合価を減らす機能（中間態 (middle voice)・非他動詞化）(Nedjalkov 2007: 13) 及び、再帰性・
相互性と随伴性 (sociativity)・相互性と反復性 (iterativity)・相互性の多義性などを挙げている 














Bach (2001b: 168) の辞書では、’self’ という意味で sax̄ʷλa と bekʷái という再帰代名詞に
見える見出し語が挙げられている。Bach (1990b: 197, 223) も同じ sax̄ʷλa と bekʷái を挙げて
いるが、bekʷái には ‘self’ 以外に ‘body’ という意味も与えている。また、Raley (n.d.) の辞
書にも、’himself’ という意味で、sa-houtla と bukwag-assie という見出し語がある。Lincoln 
& Rath (1986a, 1986b) の辞書には、Bach (2001b: 168) の sax̄ʷλa と Raley (n.d.) の sa-houtla 
に相当するものは見当たらないが、’one’s body’ という意味で、Bach (2001b: 168) と同じ 
bekʷái が見つかる (Lincoln & Rath 1986a: 54)。さらに、Bach (2001b: 168) によれば、sísax̄ʷλa 
という複数形の再帰代名詞もある。Bach (1990b: 119, 124) は、’self’ という意味で -saq̄ʷ3 と
いう接尾辞の存在を指摘しているが、具体例は挙げていない4。 
 相互表現に関しては、Vink (1977: 130) と Bach (1990b: 118,123) は、’each other’ という意
味の -ap̓ という接尾辞を挙げている。また、Lincoln & Rath (1986a, 1986b) の辞書では、Bach 
                                                     
2  Nedjalkov (2007: 17) によれば、この 3 つは、相互表現において最もよくある多義性のパターンで  
   ある。 
3 ハイスラ語には、基底形の有気軟口蓋破裂音と有気口蓋垂破裂音が子音の前と語末の位置で同器 
官的な摩擦音として発音されるという音韻交替の現象があるので、-saq̄ʷ の実際の発音が /saχʷ/  
(⟨sax̄ʷ⟩) のはずである。Bach (2001b: 168) が挙げている sax̄ʷλa と関係があるだろうと考えらえる 
が、現時点でこのことに関してはこれ以上のことが言えない。 




(1990b: 117, 121; 2001a: 56) が ‘together’ という意味で挙げている -(ḡ)u という接尾辞が付い
ている見出し語がよく、‘to X each other’ と訳されている5。 
 
4 データの中の再帰・相互表現 
 筆者の調査では、再帰代名詞の単数形 sax̄ʷλa と複数形 sísax̄ʷλa、あるいはこれらの異形態





【人称繰り返しパターン (person repetition pattern)】 
同じ人称を表す形態素が 2 つ出てくることによって 再帰表現 となるパターンである。以下
の 3 種類があった： 
1.【単述語・人称接語パターン (simple predicate – person clitic pattern)】： 
述語に同一人称の主語人称接語と直接目的語人称接語が現れる。 
2.【複述語・人称接語パターン (complex predicate – person clitic pattern)】： 
複述語の 1 つの要素には主語人称接語が現れ、もう 1 つの要素には同一人称の直接目的語人
称接語が現れる。 
3.【人称代名詞・人称接語パターン (personal pronoun – person clitic pattern)】： 
主語として人称代名詞が現れ、述語に同一人称の直接目的語人称接語が現れる。 
 
【再帰代名詞パターン (reflexive pronoun pattern)】 
述語には主語人称接語のみが付いた上で、直接目的語の位置に再帰代名詞の sax̄ʷƛ と sísax̄ʷƛ
のどちらかが現れ、再帰又は相互表現 となる。 
 





 人称繰り返しのパターンの例は全部コンサルタント A から得られた例である。先ずは、人
称繰り返しパターンの単述語・人称接語パターンの例を見ていく。最初に、主語が単数の 3
つの例を以下に示す。 
                                                     
5  例えば、Lincoln & Rath (1986b: 305) は、q̓aq̓aḡu という見出し語を挙げ、‘to meet face to face / to be  
   in tune with each other’ という意味を与えている。この語で -(ḡ)u ‘together’ は、重複によって -q̓a  
   ‘straight, in the middle, correct / to find, to discover, to learn / to be situated’ という語根から形成された  




     kill=1SG.EXCL.SBJ=1SG.EXCL.OBJ 
     ‘I killed myself.’ (lit. ‘I killed me.’) 
 
(2)  ʼelx̄asá=su=ʼuƛa6 
   kill=2.SBJ=2.OBJ 
     ‘You killed yourself.’ (lit. ‘You (SG) killed you (SG).’) 
 
(3)  ʼelx̄á=su=ʼuƛ(a) 
     beat.up=2.SBJ=2.OBJ 
     ‘You beat yourself up.’ (lit. ‘You (SG) beat you (SG) up.’) 
 
 (1) ～ (3) の例で分かるように、’殺す’という意味の語幹 (stem) である ʼelx̄asá- は、ʼelx̄á- 




(4)  ʼi-ʼelx̄asá=nugʷ=entƛanuxʷ 
    PRED.PL-kill=1SG.EXCL.SBJ=1PL.EXCL.OBJ 
    ‘We (EXCL) killed ourselves.’  [sic] 
     (lit. ‘I killed us (EXCL).’) 
 
(5)  ʼi-ʼelx̄asá=nugʷ=entƛanis 
     PRED.PL-kill=1SG.EXCL.SBJ=1PL.INCL.OBJ 
     ‘We (INCL) killed ourselves.’  [sic] 
     (lit. ‘I killed us (INCL).’) 
 
 (4) と (5) の例はそれぞれ、除外的一人称と包括的一人称の再帰表現を意味しているとコ




                                                     
6 理由は今の所不明であるが、(2) と (3) の例文では、主語接語と目的語接語の間に声門閉鎖音が 
 出現している。それに伴って後ろの /u/ が二重母音化している ( [ou̯] )。（母音音素の異音につい
ては附属資料が参照になる。） 
7 筆者の推測では、語彙的アスペクト (lexical aspect, aktionsart) を変える接尾辞で、語根が表す動作 







が、コンサルタント A は、(5)に関して、単数形の ʼelx̄asá- を使うと「私達(INCL)が自分達を」








(6)  q̓ʷiláka=su                  ʼelx̄as=úƛ 
     AUX.do.on.one’s.own=2.SBJ    kill=2.OBJ 
    ‘You killed yourself’ 
  (lit. ‘You (SG) killed you (SG) on your own.’) 
 
(7)  q̓ʷiláka=su                 ʼiʼ-elx̄as=úƛa 
    AUX.do.on.one’s.own=2.SBJ    PRED.PL-kill=2.OBJ 
    ‘You killed yourselves.’ 
    (lit. ‘You (PL) killed you (PL) on your own.’) 
 
(8)  q̓ʷiláka=n                          ʼelx̄as=énƛ       
    AUX.do.on.one’s.own=1.SG.EXCL.SBJ     kill=1.SG.EXCL.OBJ 
    ‘I killed myself.’ (lit. ‘I killed me on my own.’) 
 
(9)  q̓ʷiláka=su                 ʼelx̄=úƛ 
     AUX.do.on.one’s.own=2.SBJ   beat.up=2.OBJ 
    ‘You beat yourself up.’ (lit. ‘You (SG) beat you (SG) up on your own.’) 
 
 上の (6) ～ (9) の例では、述語が q̓ʷiláka (‘自分一人で・～達自身でする’) という助動詞
とその後の本動詞からなっていると考えらえる。筆者のデータの中には、他に q̓ʷiláka の例
がないが、Bach (2001b: 49) は、q̓ʷiláka に ‘do on your own’という意味を与えている。q̓ʷiláka
は、助動詞としての用法があるという記述は先行研究で見ていないが、ハイスラ語における




(10)  yex̄sú  ʼelx̄as=úƛa 
      PN.2    kill=2.OBJ 
     ‘You killed yourself.’ 
(lit. ‘You (SG) killed you (SG).’) 
 
(11)  yí-yex̄su         (ʼi-)ʼelx̄as=úƛa 
      PRED.PL-PN.2     (PRED.PL-)kill=2.OBJ 
     ‘You killed yourselves.’ 





ルタント A は、(10) の例に関して、述語の語幹として複数形を使った場合 (yex̄sú ʼ iʼelx̄asúƛa)、
再帰的な意味になれないと指摘したが、相互的な意味で使えるかどうかは不明である。 
 人称繰り返しパターンによる再帰表現の文法性についてはコンサルタントB からほとんど









(12)  guʼáƛa=n            sax̄ʷƛ             
     help=1.SG.EXCL.SBJ    PN.REFL                 
     ‘I am helping myself.’                      
 
(13)  guʼáƛ=u          sax̄ʷƛ 
      help=3.MED.SBJ    PN.REFL 
      ‘(S)he (MED) is helping him/herself.’ 
 
(14)  guʼáƛ=i         sax̄ʷƛ                 
help=3.DIS.SBJ    PN.REFL                     




(15)  dáka-ƛ-e=n                 sax̄ʷƛ 
      touch-FUT-EP=1.SG.EXCL.SBJ   PN.REFL 
      ‘I will touch myself.’ 
 
 主語が単数の場合に、再帰代名詞は単数形 (sax̄ʷƛ) のままでしか出現せず、文全体が再帰
表現にしかならない。次に、主語が複数の例を見ていく。先ずは、一番に体系的にデータが
取れている三人称の例 (16 と 17) を以下に示す。 
 
(16)  a.  gí-guʼaƛ=u             sax̄ʷƛ             /  guʼáƛ=u        sí-sax̄ʷƛ 
          PRED.PL-help=3.MED.SBJ  PN.REFL          /   help=3.MED.SBJ  PRED.PL-PN.REFL 
          ‘They (MED) are helping themselves.’ 
 
     b.  gí-guʼaƛ=i            sax̄ʷƛ              /   guʼáƛ=i         sí-sax̄ʷƛ 
         PRED.PL-help=3.DIS.SBJ  PN.REFL           /    help=3.DIS.SBJ    PRED.PL-PN.REFL 
         ‘They (DIS) are helping themselves.’ 
 
     c.  gí-guʼaƛa-ƛ=gi               sax̄ʷƛ       /   guʼáƛa-ƛ=gi         sí-sax̄ʷƛ 
         PRED.PL-help-FUT=3.ABST.SBJ  PN.REFL    /    help-FUT=3.ABST.SBJ  PRED.PL-PN.REFL 
         ‘They (ABST) will help themselves.’ 
 
(17)  a.  gí-guʼaƛ=u              sí-sax̄ʷƛ           /  guʼáƛ=u         sí-sax̄ʷƛ 
         PRED.PL-help=3.MED.SBJ   PRED.PL-PN.REFL    /   help=3.MED.SBJ   PRED.PL-PN.REFL 
         ‘They (MED) are helping each other.’ 
 
     b.  gí-guʼaƛ=i              sí-sax̄ʷƛ           /  guʼáƛ=i         sí-sax̄ʷƛ 
         PRED.PL-help=3.DIS.SBJ   PRED.PL-PN.REFL    /   help=3.DIS.SBJ    PRED.PL-PN.REFL 
         ‘They (DIS) are helping each other’ 
 
     c.  gí-guʼaƛa-ƛ=gi              sí-sax̄ʷƛ        / guʼáƛa-ƛ=gi        sí-sax̄ʷƛ 
         PRED.PL-help-FUT=3.ABST.SBJ  PRED.PL-PN.REFL /  help-FUT=3.ABST.SBJ  PRED.PL-PN.REFL 
         ‘They (ABST) will help each other.’ 
 

















 次に、一人称複数と二人称複数の場合にも表 3 のようにまとめられるかどうかを見ていこ
う。先ずは、二人称複数の例を示す。 
 
(18)  a.  gí-guʼáƛa=su        sí-sax̄ʷƛ          b.  guʼáƛa=su     sí-sax̄ʷƛ 
         PRED.PL-help=2.SBJ   PRED.PL-PN.REFL       help=2.SBJ     PRED.PL-PN.REFL 















(19)  a.  guʼáƛa=nuxʷ       sax̄ʷƛ            b.  guʼáƛanuxʷ          sí-sax̄ʷƛ 
         help=1PL.EXCL.SBJ  PN.REFL              help=1PL.EXCL.SBJ   PRED.PL-PN.REFL 
         ‘We (EXCL) are helping ourselves.’          ‘We (EXCL) are helping each other.’ 
 
 (19a) は、再帰表現なのに複数形が 1 つもないので、表 3 のまとめと矛盾しているが、一人








(20)  (dí-)dáka-ƛ-e=nuxʷ                     (sí-)sax̄ʷƛ 
      (PRED.PL-)touch-FUT-EP=1PL.EXCL.SBJ     (PRED.PL-)PN.REFL 








(21)  guʼáƛa=nis             sí-sax̄ʷƛ 
      help=1PL.INCL.SBJ       PRED.PL-PN.REFL 
     ‘We (INCL) are helping ourselves.’  /  ‘We (INCL) are helping each other.’ 
 





(22)  k̓u=n                guʼáƛ(a)  sax̄ʷƛ         
     AUX.NEG=1SG.EXCL.SBJ  help     PN.REFL             
     ‘I am not helping myself.’                            
 
(23)  k̓ú=cu         guʼáƛ(a)  sax̄ʷƛ 
      AUX.NEG=2.SBJ  help     PN.REFL 
      ‘You are not helping yourself.’ 
 







(24) a. k̓ú=cu         gí-guʼaƛ      sáx̄ʷƛ    b. k̓ú=cu           guʼáƛ   sí-sax̄ʷƛ  
      AUX.NEG=2.SBJ  PRED.PL-help  PN.REFL    AUX.NEG=2.SBJ   help    PRED.PL-PN.REFL 
      ‘You are not helping yourselves.’          同左 / ‘You are not helping each other.’ 
 
(25) a. k̓ú=nuxʷ            gí-guʼaƛ    sax̄ʷƛ    / k̓ú=nuxʷ             guʼáƛ sí-sax̄ʷƛ 
      AUX.NEG=1PL.EXCL.SBJ PRED.PL-help PN.REFL /  AUX.NEG=1PL.EXCL.SBJ help   PRED.PL-PN.REFL 
      ‘We (EXCL) are not helping ourselves.’ 
 
b. k̓ú=nuxʷ              guʼáƛ  sax̄ʷƛ   /  k̓ú=nuxʷ               guʼáƛ sí-sax̄ʷƛ 
      AUX.NEG=1PL.EXCL.SBJ  help   PN.REFL /  AUX.NEG=1PL.EXCL.SBJ  help   PRED.PL-PN.REFL 
      ‘We (EXCL) are not helping each other.’ 
 
否定助動詞のデータで表 3 のまとめと矛盾しているのは、(25b) の例である。これまでの
データの再帰代名詞パターンの相互表現の全ての例では、再帰代名詞の複数形が出ていたが、
(25b) のデータは、単数形の再帰代名詞の相互表現も可能であることを示唆している。さら
に、コンサルタントは (25) のデータに関して、再帰代名詞と本動詞の guʼáƛ の両方を複数





(26)  wíse=nis              dí-dak          sí-sax̄ʷƛ 
      AUX.COH-1PL.INCL.SBJ   PRED.PL-touch    PRED.PL-PN.REFL 
      ‘Let’s touch each other.’ 
 














 再帰代名詞パターンについては、一旦三人称複数のデータに基づいて考えた表 3 のまとめ
は結局一人称と二人称の場合に適用されないことが分かった。前節で見てきた一人称複数と
二人称複数のデータも含めると、それぞれの人称の複数において述語と再帰人称代名詞の単
複のどの組み合わせで再帰と相互が表せるかを以下の表 4 のようにまとめられる。 
 
表 4：全人称複数のデータに基づいた再帰代名詞パターンのまとめ 
除外的一人称複数 包括的一人称複数 二人称複数 三人称複数 
再帰 相互 再帰 相互 再帰 相互 再帰 相互 
SG + SG 
SG + PL 
PL + SG 
PL + PL 
 
SG + SG 
SG + PL 
 
SG + PL 
 
PL + PL 
SG + PL 
PL + SG 
PL + PL 
 
SG + PL 
 
SG + PL 
PL + SG 
 
SG + PL 






1) 主語が単数の場合に、再帰代名詞の単数形 (sáx̄ʷƛ) が使われ、先行研究にお
ける記述から予想できるように、再帰表現となる。 
2) 再帰代名詞の単数形 (sáx̄ʷƛ) は、相互表現でも使える。 
3) 再帰代名詞の複数形 (sísax̄ʷƛ) は再帰表現と相互表現の両方を表すために使
える。 












2) (4)・(5) の例文のような一人称複数の再帰表現は本当に言い間違えではないのか？ 













  信頼性が十分高くないと推定できる。また、再帰代名詞パターンのデータにおける述語と   
  再帰代名詞の単数形と複数形の全ての組み合わせが集まっているのではない (従って、再 
  帰表現と相互表現のどちらか或いは両方になり得るかどうかが分からない組み合わせが  
  ある)。 
9)  1 つのパターンで再帰表現と相互表現の両方となりうる場合に、どちらになるのかが動   
  詞による可能性があるので、より沢山の動詞の例及び再帰性・相互性の調査になるべく適 
  している動詞の例があれば、より良い分析ができると期待できる。 
10) 2.1 節でも述べたように、相互性の種類や再帰・相互表現の多機能性・多義性などを配慮 
   して体系的に再帰・相互表現のデータを集めてきたわけではないので、これらについて分 
   析することができない。 
11) Nedjalkov (2007: 16-17) などによれば、相互性を表す自由形態素はめったに多義的ではな 
  いのに対して、相互性を表す接辞はよく多義的である。このような傾向があることは、ハ 
   イスラ語における再帰代名詞として記述されてきたものの、相互性も表せる sax̄ʷƛ が一次 

















- 形態素境界 INCL 包括的 
= 接語境界 lit. 文字通り 
1 一人称 MED 中称 
2 二人称 NEG 否定 
3 三人称 OBJ 目的語 
ABST 欠称 (Absental) PL 複数 
AUX 助動詞 PN 代名詞 
COH 勧奨法 PRED 部分重複 
DIS 遠称 rec. 相互性 
EP 挿入音 REFL 再帰 
EXCL 除外的 SBJ 主語 
FUT 未来 SG 単数 
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/p/: ⟨b⟩ /pʰ/: ⟨p⟩ /pʼ/: ⟨p̓⟩ /kʲ/: ⟨g⟩ /kʲʰ/: ⟨k⟩ /kʲʼ/: ⟨k̓⟩ /ʔ/: ⟨ʼ⟩ 
/t/: ⟨d⟩ /tʰ/: ⟨t⟩ /tʼ/: ⟨t̓⟩ /kʷ/: ⟨gʷ⟩ /kʷʰ/: ⟨kʷ⟩ /kʷʼ/: ⟨k̓ʷ⟩ /h/: ⟨h⟩ 
/t͡ s/: ⟨z⟩ /t͡ sʰ/: ⟨c⟩ /t͡ sʼ/: ⟨c̓⟩ /q/: ⟨ḡ⟩ /qʰ/: ⟨q⟩ /qʼ/: ⟨q̓⟩ /s/: ⟨s⟩ 
/tˡ/: ⟨λ⟩ /t͡ ɬ/: ⟨ƛ⟩ /t͡ ɬʼ/: ⟨ƛ̓⟩ /qʷ/: ⟨ḡʷ⟩ /qʷʰ/: ⟨qʷ⟩ /qʷʼ/: ⟨q̓ʷ⟩ /ɬ/: ⟨ɬ⟩ 
/m/: ⟨m⟩ /mʼ/: ⟨m̓⟩ /w/: ⟨w⟩ /wʼ/: ⟨w̓⟩ /xʲ/: ⟨x⟩ /χ/ː ⟨x̄⟩ /l/: ⟨l⟩ 
/n/: ⟨n⟩ /nʼ/: ⟨n̓⟩ /j/: ⟨y⟩ /jʼ/: ⟨y̓⟩ /xʷ/: ⟨xʷ⟩ /χʷ/ː ⟨x̄ʷ⟩ /lʼ/: ⟨l̓⟩ 
 
 ※ 子音音素の主な異音変異 (allophonic variation)： 
/p/: [p ~ b] /t/: [t ~ d] /kʲ/: [kʲ ~ ɡʲ] /kʷ/: [kʷ ~ ɡʷ] 
/q/: [q ~ ɢ] /qʷ/: [qʷ ~ ɢʷ] /t͡ s/: [t͡ s ~ d͡z] /tˡ/: [tˡ ~ dˡ] 
 
母音音素： 
/i/:  ⟨i⟩ /a/:  ⟨a⟩ /u/:  ⟨u⟩ 
  
※ 母音音素の主な異音変異 (allophonic variation)： 
    /i/ → [ei̯]  /  [+uvular/glottal] ___      /u/ → [ou̯]  /  [+uvular/glottal] ___ 
 
その他： 





  主語の人称接語： 
 単数 複数 
一人称・除外的 =n / =nugʷa =nuxʷ 
一人称・包括的  =nis 
二人称 =su 
三人称 – 近称 =ix 
三人称 – 中称 =u 
三人称 – 遠称 =i 
三人称 – 欠称 =gi 
  ※ 一人称単数の主語の人称接語は 2 つの異形態がある。助動詞に付くのは、=n  
のみであるが、それ以外の環境では自由変異の関係にある。 
 ※ ハイスラ語には、/s/ + /s/ → /t͡ sʰ/ という音韻規則があるので、二人称の主語人 
  称接語である =su は場合によって前の ⟨s⟩ と合体し、=cu となることがある。 
  例えば、=su が否定助動詞の k̓us- という異形態の後ろに付く時に、k̓ucu  
  (AUX.NEG.2) となる。 
 
直接目的語の人称接語： 
 単数 複数 
一人称・除外的 =enƛ(a) =enƛanuxʷ 
一人称・包括的  =enƛanis 
二人称 =uƛ(a) 
三人称 – 近称 =ʼix / =ʼex̄g 
三人称 – 中称 =ʼu 
三人称 – 遠称 =ʼi 
三人称 – 欠称 =ʼex̄gi 
  ※ 筆者のデータの中には、三人称・欠称複数の直接目的語の人称接語として、先 
行研究の記述でこれまでに見ていない -ʼiʼex̄gi という生産性が低い接語も見られ 
るが、この接語の振る舞いに関する詳細は不明であるため、表の中に入れていない。 
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